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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  

 
高 等 学 校 地 理 歴史 科 の現 行 学 習 指 導 要領 及 び 2010 年 に 告 示 さ れ た 新学習 指 導 要 領 を 比較 検

討 し つ つ 、 現 在高 等 学校 で 使 用 さ れ てい る 世界 史 教 科 書 の 叙述 内 容を 検 討 し た 。 特に 、 本学 に

進 学 し て く る 学生 が 使用 し て い る 可 能性 の 高い 「 世 界 史 B」 の 教 科書を 中 心 に 分 析 を進 め た。

そ の 結 果 、東 京 書 籍が刊 行 す る『 世 界 史 B』や、三 省 堂 が 刊 行 す る『世界 史 B』に 顕 著 に 見 ら れ

る よ う に 、 指 導要 領 の枠 を 逸 脱 し な いよ う に工 夫 し な が ら 、歴 史 学界 の 動 向 を 反 映し た 教科 書

叙 述 が 多 く 認 めら れ るこ と が 確 か め られ た 。  

 教 科 書 叙 述 の 分析 を 踏ま え て 、研 究 代 表者・分担 者 に よ り 、複 数回 の 意見 交 換 を 実 施 した 。 そ

う し た 教 科 書 叙述 の 存在 を 前 提 と す れば 、 本学 に お け る 「 東洋 史 概論 (概 説 )」「 西 洋史 概 論 (概

説 )」の 講 義に お い て も、相 当 程 度高 度 な 内 容を講 述 で き る の では な いか 、と い う意 見 が あ る一

方 、 現 実 的 に は本 学 社会 科 教 室 の 受 験科 目 の関 係 も あ り 、 事実 上 世界 史 に つ い て は詳 細 な知 識

を 持 た な い 学 生も 一 定程 度 存 在 す る こと は 容易 に 予 想 さ れ るこ と から 、 安 易 に 教 科書 叙 述に 依

拠 し て 、「 概 論 (概 説 )」の 講 義 を 実 施 しな い ほう が 賢 明 で あ ると の 意見 も 提 示 さ れ た  

 あ わ せ て 、高度 な 内 容の 教 科 書 で 世 界史 を 学ん で き た 学 生 も存 在 する こ と か ら 、受講 学 生 のど

の レ ベ ル に タ ーゲ ッ トを お い て 講 義 を進 め るべ き か に つ い ても 相 互に 意 見 交 換 を 行っ た 。  

 そ の 結 果 、 さ しあ た り、 2011(平 成 23)年 度 の「 概 論 (概 説 )」の 実 施に あ た っ て は 、多 彩 な教

科 書 叙 述 の 内 容を 踏 まえ て 、 講 義 担 当者 の 工夫 に よ っ て 、 バラ ン スの 良 い 講 義 を 実施 す るこ と

を 確 認 し 、実 際 にそ の 方針 で 該 当 の 講 義を 実 施し た と こ ろ で ある 。2012(平 成 24)年 度 以 降 の「概

論 (概 説 )」 担 当者 に つい て も 、 今 回 の研 究 で得 ら れ た 高 等 学校 の 教科 書 叙 述 の 特 徴へ の 理解 に

依 拠 し て 、 講 義を 進 めて い く こ と が 確認 さ れて い る 。  

 ま た 、高 等 学校 に お ける 世 界 史 教 育 のあ り 方を 歴 史 的 に 振 り返 る 必要 性 に つ い て の認 識 も 、本

研 究 計 画 の 遂 行過 程 にお い て 高 ま っ た。 特 に、 外 国 史 研 究 が「 東 洋史 」 と 「 西 洋 史」 に 分か れ

て い た 戦 前 期 にお い て、 学 校 現 場 で の教 育 内容 に 対 し 、 当 時の 専 門研 究 者 が ど の よう な 関わ り

方 を し て い た かに つ いて 、 基 礎 的 な 研究 を 進め る こ と が で きた 。 この 点 に つ い て は、 主 とし て

研 究 分 担 者 で ある 小 嶋が 担 当 し た が 、そ の 成果 に つ い て は 、本 学 の紀 要 (社 会 科 学 編 )に おい て

公 表 す べ く 、 準備 を 進め て い る と こ ろで あ る。  

 

研究成果発表方法  
 

 獲 得 さ れ た 研 究成 果 につ い て は 、 研 究代 表 者・ 分 担 者 が 、「 東洋 史 概論 （ 概 説 ）」「 西洋 史 概論

（ 概 説 ） の 授 業を 担 当し た 際 に 、 授 業実 践 とし て 活 用 す る 予定 で ある 。 ま た 、 研 究分 担 者の 小

嶋 は 「 戦 前 期 中等 教 育段 階 に お け る 東洋 史 教育 ― 当 該 期 の 東洋 史 研究 の 状 況 と の 関連 に 着目 し

て ― 」（ 仮 題 ）と 題 す る論 考 に 研 究 成 果を と りま と め る べ く 執筆 中 であ り 、成 稿 後 は本 学 の 紀要

（ 社 会 科 学 編 ）に 投 稿す る 予 定 で あ る。  
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